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食中毒注意報について（依頼）

食中毒の発生予防については，調理施設への監視指導や衛生教育等の各種事業
を実施しているところですが，より一層の徹底を図るために，本年度も食中毒注
意報発令に係る事業を実施いたします。これは，食中毒の多発が予想される気象
条件等になったときに，別紙１「鹿児島県食中毒注意報発令要領」により「食中
毒注意報」を発令し，食品関係営業者のほか一般県民まで注意を喚起するもので
す。
つきましては，下記を主旨とする食中毒注意報の周知について御協力ください

ますようよろしくお願いします。
記

１ 食中毒注意報発令実施期間
平成２１年６月１５日から１０月１４日までの４か月間

２ 食中毒注意報発令の基準
次のいずれかに該当し，発令の必要があると判断されるとき

 最高気温３２℃以上が相当期間継続すると予想される場合
 ２４時間以内に急激に気温が上昇し，その差が１０℃以上を超えると予想
される場合

 前２日間の平均気温が３０℃以上で，かつ，平均相対湿度が８０％以上に
なった場合

 その他特に発令することが必要と認められる場合
３ 食中毒注意報の発令者

保健福祉部長
４ その他

食中毒予防の要点は別紙２のとおり



鹿児島県食中毒注意報発令要領 別紙1

１ 目 的
食中毒の多発が予想される場合に食中毒注意報（以下「注意報」という。）を発令し，

県民及び食品関係営業者に対して，食品衛生に関する注意を喚起することにより食品によ
る危害発生を未然に防止することを目的とする。

２ 注意報の発令
保健福祉部長は，原則として毎年６月１５日から１０月１４日までの間（以下「注意報

発令実施期間中」という）に次のいずれかに該当し，必要があると認められるときは，注
意報を発令する。

（１）最高気温３２℃以上が相当期間継続すると予想される場合
（２）２４時間以内に急激に気温が上昇し，その差が１０℃以上を超えると予想される場合
（３）前２日間の平均気温が３０℃以上で，かつ，平均相対湿度が８０％以上になった場合
（４）その他特に発令することが必要と認められる場合

３ 注意報の有効期間
注意報は，発令から４８時間を有効としその後は自動的に解除される。
なお，更に延長する必要があるときは，再度発令する。

４ 注意報発令業務
（１）生活衛生課においては，注意報発令実施期間中，次の業務を行う。

ア 発令に必要な前日の最高気温，最低気温及び平均湿度並びに当日の予想最高気温，
平均湿度を収集する。

イ 注意報の発令に該当するときは，その旨を，関係各課，各保健所，（社）鹿児島県
食品衛生協会及び報道機関に通知する。

（２）各保健所においては，注意報発令の通報を受けたときは，直ちに，次の業務を行う。
ア 関係機関への通報及び広報

注意報発令の日時，食品取扱い上の注意等を地区食品衛生協会に連絡し，食品衛生
指導員等の協力を得て食品関係営業者に周知徹底を図る。

イ 食品関係営業者に対する広報及び指導
旅館，ホテル，仕出し屋等の飲食店，集団給食，重点監視対象施設等に周知し，必

要に応じて監視指導を行う。
ウ 地域住民に対する広報

注意報発令中，市町村に対して広報を依頼するなどするほか必要に応じて食品パト
ロ－ル車等により広報活動を行い事故発生防止の徹底を図る。

附則 この要領は平成５年６月１５日から施行する。
この要領は平成１２年６月１５日から施行する。
この要領は平成１５年４月２３日から施行する。
この要領は平成１９年６月６日から施行する。
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食中毒注意報発令！食中毒注意報発令！ 別紙２

鹿児島県保健福祉部では、６月１５日から１０月１４日までの期間

で食中毒の発生しやすい気候になったときに、特に『食中毒注意報』

を発令し、県民及び食品関係営業者に対して食品取扱上の注意を呼び

かけています。次のことに気をつけて食中毒を防止しましょう。

十分な手洗い 冷蔵・冷凍保存

食材の洗浄 調理は迅速に

調理器具の洗浄､消毒 早く食べる

十分な加熱（中心温度が７５℃で１分以上）

鹿 児 島 県 保 健 福 祉 部

(社)鹿児島県食品衛生協会

付けない 増やさない

やっつける

食中毒菌を


